
四
月
・
五
月
の
運
勢

気
学
で
は
辰
四
月

四
月
五
日
（
清
明
）
節
入
り

破

ア
気

道

生

天

気
学
で
は
巳
五
月

五
月
五
日
（
立
夏
）
節
入
り

天
道

破

生
気

ア

四
月
筮
ー
地
水
師
の
六
五

五
月
筮
ー
山
火
賁
の
初
九

四
月
は
活
気
出
る
が
思
案

事
は
知
恵
を
借
り
て
処
理
。

仕
事
は
伸
び
よ
り
守
り
が
肝

心
。
家
庭
は
家
族
の
喜
こ
び

に
手
を
叩
く
。
物
入
り
多
く

遣
り
繰
り
上
手
に
。
そ
し
て

心
を
寛
や
か
に
処
す
る
月
。

足
腰
の
疲
れ
と
胃
腸
に
配
慮
。

五
月
は
穏
や
か
で
気
楽
に

過
ご
す
。
付
合
い
は
こ
だ
わ

ら
ず
柔
軟
に
。
何
事
も
初
心

の
気
持
が
調
和
の
も
と
。
子

煩
悩
さ
で
笑
顔
を
つ
く
る
が

家
計
簿
は
固
く
締
め
。
歯
や

の
ど
と
咳
、
腓
や
膝
手
入
れ
。

四
月
筮
ー
地
沢
臨
の
六
五

五
月
筮
ー
水
山
蹇
の
九
三

四
月
は
滑
り
出
し
順
調
、

急
が
ば
回
れ
で
安
全
な
道
選

ぶ
。
仕
事
は
頭
を
押
え
ら
れ

る
が
下
旬
に
成
果
。
家
庭
の

愛
情
は
優
し
い
会
話
で
心
弾

む
。
衣
食
住
な
ど
の
有
効
活

用
吉
。
軽
率
な
発
言
を
慎
む
。

気
疲
れ
、
睡
眠
と
休
養
大
切
。

五
月
は
注
意
運
、
古
い
事

は
む
し
か
え
さ
ぬ
が
無
難
、

吉
凶
両
面
が
現
わ
れ
る
の
で

自
重
。
強
引
さ
我
が
儘
で
不

利
招
く
。
住
居
や
財
産
に
関

す
る
収
支
問
題
含
む
。
口
腔

気
管
系
、
打
撲
、
飲
食
注
意
。

四
月
筮
ー
水
火
既
済
の
六
二

五
月
筮
ー
地
天
泰
の
初
九

四
月
の
方
針
は
公
私
共
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
、

欲
が
ら
み
と
頑
張
り
す
ぎ
て

は
徒
労
の
も
と
。
若
手
や
新

人
の
意
欲
が
高
い
、
家
庭
は

将
来
の
計
画
に
期
待
感
、
金

運
は
後
手
に
回
る
と
不
利
益
。

肩
腰
痛
、
神
経
、
転
倒
用
心
。

五
月
は
気
分
爽
や
か
さ
を

心
が
け
る
。
初
旬
に
一
寸
驚

く
中
旬
安
定
し
下
旬
気
が
緩

む
。
損
し
て
得
と
れ
と
奉
仕

精
神
の
我
が
家
庭
。
仕
事
と

金
運
は
管
理
厳
し
く
自
重
運
。

視
力
、
頭
痛
、
節
々
癒
や
す
。

四
月
筮
ー
沢
火
革
の
九
四

五
月
筮
ー
水
沢
節
の
九
二

四
月
は
柔
軟
に
臨
機
応
変

に
処
す
る
が
賢
明
。
そ
し
て

責
任
は
重
い
。
不
快
問
題
は

尾
を
引
き
や
す
い
。
愛
情
表

現
は
堂
々
と
告
げ
て
吉
。
文

書
、
印
鑑
の
間
違
い
と
金
銭

支
出
の
ト
ラ
ブ
ル
さ
け
る
。

疲
労
と
熱
、
胃
胆
肝
の
対
策
。

五
月
は
平
常
心
で
進
め
て

み
た
い
。
気
迷
い
処
理
は
常

識
判
断
で
良
い
。
舌
禍
問
題

は
身
近
か
に
火
種
あ
り
。
内

助
の
功
を
生
か
す
職
住
を
支

え
、
土
筆
の
気
持
で
招
福
を
。

風
邪
、
足
腰
、
下
腹
部
留
意
。

四
月
筮
ー
離
為
火
の
九
四

五
月
筮
ー
水
風
井
の
六
四

四
月
は
諸
事
に
わ
た
り
漸

進
、
性
急
に
答
え
を
出
さ
な

い
。
理
想
よ
り
目
先
の
現
実

を
第
一
に
善
処
。
私
事
は
言

わ
ぬ
が
花
で
聞
き
上
手
に
徹

す
る
。
懸
案
の
問
題
は
長
引

く
が
下
旬
ま
で
金
運
は
節
約
。

足
下
、
腎
尿
路
、
血
行
用
心
。

五
月
は
平
穏
無
事
、
平
凡

さ
の
毎
日
に
値
打
ち
あ
り
。

仕
事
は
小
事
吉
。
前
向
き
に

進
め
る
が
利
は
薄
い
。
古
い

知
人
の
交
際
は
慎
重
、
金
銭

は
不
意
の
出
費
に
慌
て
ず
に
。

疲
労
、
胃
腸
、
運
動
不
足
症
。

四
月
筮
ー
天
沢
履
の
九
四

五
月
筮
ー
雷
沢
帰
妹
の
六
三

四
月
の
社
交
面
は
親
し
き

仲
に
礼
儀
あ
り
。
日
頃
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
保
ち
不
慣
れ

な
こ
と
に
手
出
し
は
禁
物
。

家
事
は
マ
ン
ネ
リ
気
味
一
部

改
善
を
。
不
動
産
の
検
討
や

修
理
は
良
く
金
運
は
蓄
財
型
。

食
道
と
胃
、
皮
膚
な
ど
対
処
。

五
月
は
向
上
の
気
配
上
り

多
忙
さ
が
続
く
。
中
旬
に
独

断
言
行
誤
解
注
意
。
仕
事
は

成
果
あ
り
、
個
人
の
愛
情
濃

や
か
で
悦
こ
ぶ
、
金
銭
は
締

め
て
貸
借
な
ど
禍
根
の
も
と
。

気
管
と
肺
。
神
経
を
柔
軟
に
。

四
月
筮
ー
地
風
升
の
九
二

五
月
筮
ー
沢
地
萃
の
六
二

四
月
は
良
い
種
を
蒔
か
ね

ば
生
え
ぬ
。
芽
が
出
た
ら
自

分
の
実
力
を
発
揮
し
た
い
。

家
庭
に
新
風
入
れ
て
福
の
神

到
来
。
知
識
の
吸
収
、
資
格

取
得
吉
。
豊
か
な
愛
情
表
現

で
満
足
、
金
運
は
先
行
投
資
。

胸
部
、
背
柱
、
腰
痛
に
用
心
。

五
月
は
公
私
に
躍
進
ム
ー

ド
、
好
機
を
逃
さ
ず
。
約
束

守
り
信
用
を
高
め
る
。
職
場

は
協
調
と
協
和
で
実
績
伸
ば

す
と
き
。
為
替
や
株
式
の
研

究
が
話
題
に
な
り
そ
う
。
風

邪
、
感
染
、
骨
盤
排
便
管
理
。

四
月
筮
ー
雷
水
解
の
初
九

五
月
筮
ー
地
沢
臨
の
初
九

禍
い
転
じ
て
福
と
な
す
よ

う
に
結
果
良
好
。
世
話
事
が

多
く
気
忙
し
い
。
生
活
面
で

備
え
あ
れ
ば
何
事
も
安
心
。

祝
い
事
や
趣
味
を
楽
し
く
満

喫
。
交
際
は
世
間
の
ル
ー
ル

に
従
う
。
掘
り
出
し
物
あ
り
。

胃
腸
、
筋
肉
、
血
圧
の
管
理
。

五
月
は
謙
虚
な
姿
勢
で
控

え
目
に
、
時
の
流
れ
に
合
わ

せ
る
の
が
賢
明
。
目
立
た
ぬ

気
配
り
で
好
評
、
小
事
に
と

ら
わ
れ
ず
大
局
で
判
断
し
た

い
。
家
族
愛
の
充
実
を
図
る
。

気
疲
れ
、
腓
と
腰
痛
を
用
心
。

四
月
筮
ー
沢
地
萃
の
初
六

五
月
筮
ー
火
沢
暌
の
九
四

四
月
は
小
事
吉
。
小
粒
で

も
目
睫
の
問
題
を
片
付
け
て

い
く
。
信
用
あ
る
人
の
助
言

求
め
る
。
旧
友
と
知
人
か
ら

朗
報
あ
り
。
家
庭
内
で
苦
手

な
事
に
も
心
を
込
め
て
修
行

道
。
雑
用
と
日
常
金
の
支
出
。

疲
れ
と
眩
暈
、
食
欲
大
切
に
。

五
月
は
慎
重
に
対
応
、
安

全
策
で
進
め
る
の
が
無
難
で

す
。
用
事
が
重
な
り
二
兎
を

追
わ
ず
に
。
指
導
す
る
立
場

は
知
恵
よ
り
も
情
で
導
く
。

言
葉
は
使
い
よ
う
失
言
さ
け

る
。
金
運
は
平
常
通
り
小
吉
。

風
邪
、
足
腰
、
頭
痛
の
予
防
。

福
田

有
宵
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星
と
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に
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る
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一
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運
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四
緑
木
星
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五
黄
土
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運
勢

六
白
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の
運
勢

八
白
土
星
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の
運
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九
紫
火
星
の
人
の
運
勢



平
成
二
十
五
年
一
月
二
十

六
日
（
土
）
足
立
区
こ
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

新
年
の
有
宵
会
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
司
会
は
佐
藤

宗
昡
先
生
で
す
。

福
田
有
宵
先
生
の
年
頭
の

ご
挨
拶
に
続
き
、
牧
野
有
峰

先
生
の
新
し
い
年
を
迎
え
て

の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

茨
城
県
警
の
話
と
し
て
、

「
今
年
は
特
に
、
巳
年
の
方

は
速
度
違
反
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
話
が

新
聞
に
載
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
干
支
で
統
計
を
取
っ
て

の
発
言
で
し
ょ
う
か
。

子
年
は
運
転
者
の
単
独
事

故
が
最
も
多
い
。
こ
こ
に
一

白
中
宮
を
考
え
る
と
、
六
白

暗
剣
で
、
事
故
が
多
発
す
る

わ
け
で
す
。
ま
た
深
夜
に
暴

走
し
や
す
い
な
ど
と
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

丑
年
は
、
飲
酒
運
転
が
多

い
。
ま
た
夜
間
事
故
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
十
干
十
二

支
に
九
星
を
か
ら
ま
せ
る
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
て
、
面
白
い
も
の
で
す
。

第
一
部

気
学
に
お
け
る
二
十
五
年
度

今
年
は
癸
巳
の
五
黄
土
星

に
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
五
黄
土
星
の
年
は
、

荒
れ
る
年
と
い
わ
れ
、
ま
た

世
の
中
が
乱
れ
る
時
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。

歴
史
上
か
ら
も
、
大
恐
慌

が
始
ま
っ
た
り
、
景
気
が
悪

い
の
で
す
。
し
か
し
よ
く
調

べ
て
み
る
と
、
五
黄
の
年
に

終
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

近
い
と
こ
ろ
で
は
大
正
十
二

年
に
大
地
震
が
お
こ
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
地
震
の
象
意
は
三

碧
で
す
。

五
中
の
時
は
、
土
の
変
化

が
あ
る
。
二
・
五
・
八
の
ラ

イ
ン
は
坤
艮
の
線
と
言
い
、

土
・
プ
レ
ー
ト
を
表
し
、
土

の
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

陰
陽
が
交
わ
る
処
で
す
。
陰

が
陽
に
か
わ
り
、
陽
が
陰
に

変
わ
る
と
こ
ろ
。
二
つ
の
も

の
が
ぶ
つ
か
る
時
。
こ
う
い

う
時
は
地
震
の
確
率
が
高
い

と
い
え
る
訳
で
す
。

＊
経
済

五
黄
は
、
安
い
、
高
く
な

ら
な
い
の
で
す
。
景
気
全
体

は
落
ち
込
ん
で
行
く
か
ら
で

す
。来

年
の
四
緑
中
宮
で
は
、

景
気
は
良
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

古
い
も
の
を
生
か
す
、
リ

サ
イ
ク
ル
が
盛
ん
で
す
。

＊

原
子
力
発
電
の
問
題

原
子
力
は
九
紫
で
み
ま
す
。

九
紫
は
今
年
離
宮
に
い
ま
す
。

高
い
と
こ
ろ
に
い
て
、
安
定

し
た
位
置
で
す
。
今
年
は
そ

う
批
判
と
い
う
も
の
は
な
い

の
で
す
。
し
か
し
来
年
は
坎

宮
に
来
て
た
た
か
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
五
中
の
時
と

い
う
の
は
、
ブ
レ
が
激
し
い

の
で
す
。

＊

一
白
水
星

坎
宮
に
い
ま
す
。
頭
を
押
さ

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
水

産
業
は
、
盛
り
返
し
て
行
く

に
は
そ
の
元
気
が
な
い
。
し

か
し
自
分
の
手
で
し
っ
か
り

と
握
っ
て
養
育
し
て
い
く
よ

う
な
も
の
は
良
い
の
で
、
養

殖
業
な
ど
は
安
定
し
た
も
の

が
あ
る
。
来
年
は
少
し
良
く

な
っ
て
い
き
、
再
来
年
は
暗

剣
が
付
き
ま
す
の
で
激
し
い

戦
い
を
し
て
、
ぐ
っ
と
の
び

て
い
き
ま
す
。

水
産
関
係
の
加
工
業
は
八

白
で
見
ま
す
。
艮
宮
に
い
る

の
で
、
道
具
・
材
料
に
投
資

を
し
て
い
き
、
来
年
に
向
け

て
行
動
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

警
戒
す
る
こ
と
は
、
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
が
流
行
し

ま
す
。
五
中
の
時
の
ウ
イ
ル

ス
は
、
消
化
器
系
、
食
中
毒

な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。
二
・

五
・
八
が
中
宮
に
入
る
、
二

月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月

が
要
注
意
で
す
。
地
震
も
こ

の
あ
た
り
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

＊

二
黒
土
星

生
活
用
品
・
日
用
品
、
量
産

を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
値
を

下
げ
て
安
く
買
お
う
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
月
盤
で
、
こ

の
坤
宮
に
入
っ
た
星
が
そ
の

作
用
を
受
け
る
わ
け
で
す
。

母
子
の
関
係
、
実
家
と
の

関
係
、
嫁
姑
の
関
係
。
こ
こ

に
暗
剣
や
破
れ
が
付
く
と
問

題
が
出
て
く
る
。

＊
三
碧
木
星

芽
が
出
る
と
こ
ろ
だ
が
、
な

か
な
か
長
続
き
し
な
い
。
勢

い
が
あ
る
。

＊
四
緑
木
星

貿
易
・
海
運
・
流
通
・
資
源

な
ど
の
業
種
が
入
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
巽
宮
に
い
て
、

調
子
は
良
い
。

株
の
売
買
の
は
な
し
で
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
て
考
え
ま
す
。

＊
五
黄
土
星

五
黄
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
く
か
。

複
雑
で
あ
る
。
問
題
に
応
じ

て
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
く

か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

＊
六
白
金
星

破
れ
が
付
い
て
い
ま
す
。

国
家
を
も
表
す
と
こ
ろ
で
す
。

自
民
党
が
勢
力
を
伸
ば
し
ま

し
た
が
、
破
れ
が
つ
き
少
し

図
に
乗
る
傾
向
が
出
や
す
い
。

対
中
を
み
て
、
何
が
あ
る
か

を
さ
ぐ
る
。

車
は
五
中
の
時
は
安
い
方
が

よ
い
、
つ
ま
り
車
は
改
良
を

し
た
も
の
が
出
て
く
る
。
購

買
力
が
な
い
。

交
通
機
関
や
銀
行
が
ら
み
の

事
件
が
出
て
き
そ
う
で
す
。

昨
年
は
六
中
で
、
乾
宮
に
七

赤
に
暗
剣
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
暗
剣
方
位
か
ら
の
話
は

口
に
よ
る
詐
欺
で
す
。
風
俗

関
係
で
も
あ
る
。
ま
た
話
が

早
く
進
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

＊
九
紫
火
星

教
育
は
九
紫
で
す
。
今
年
は

学
校
や
教
育
の
問
題
が
出
ま

し
た
。
こ
れ
は
急
に
出
て
き

た
の
で
は
な
く
、
二
十
三
年

の
九
紫
暗
剣
の
年
か
ら
出
て

き
て
い
て
、
二
十
四
年
艮
宮

で
改
革
し
た
い
・
改
め
た
い

と
思
っ
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、

二
十
五
年
離
宮
で
表
に
で
た

も
の
で
す
。

今
お
も
て
の
同
会
の
話
を

し
ま
し
た
が
、
裏
は
被
同
会

を
見
ま
す
。

中
宮
は
肝
心
要
で
す
。
そ

こ
に
手
を
付
け
な
い
で
周
り

の
こ
と
を
や
る
。
つ
ま
り
中

途
半
端
。
五
黄
は
、
繰
り
返

す
と
い
う
意
味
を
含
む
。
大

勢
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
世
界
的
に
も
現
状

の
維
持
に
重
点
が
置
か
れ
、

そ
れ
で
ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
。
五

中
の
年
は
や
り
に
く
い
。
表

向
き
は
良
い
こ
と
を
言
う
が
、

内
実
が
伴
わ
な
い
。

個
人
の
運
気
を
見
る
時
も

こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
部

易
占
に
よ
る
時
運
推
断

＊
外
交

対
中
国
関
係

山
雷
頤

六
四
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経
済
は
、
食
べ
ら
れ
る
。
四

爻
で
口
の
中
で
馴
染
ん
で
い

る
。

内
外
卦
が
対
峙
し
て
い
る
。

動
き
は
内
卦
（
日
本
）
に
あ

る
。
相
手
は
な
か
な
か
動
か

な
い
。

変
卦
は
火
雷
噬
嗑
と
な
り
、

相
手
は
機
会
を
狙
っ
て
い
る
。

（
虎
視
眈
々
）

い
や
な
こ
と
を
言
う
。
日
本

は
我
慢
し
て
い
る
。
夏
頃
書

類
等
の
お
墨
付
き
が
出
る
。

紛
争
が
生
じ
る
か

天
水
訟

九
五

も
め
事
は
あ
る
が
、
五
爻
の

〈
訴
え
を
よ
く
せ
ず
〉
で
、

こ
の
ま
ま
で
行
く
。

お
互
い
引
く
に
引
け
な
い
。

対
韓
国
関
係

火
天
大
有

九
四

一
陰
五
陽
卦

お
互
い
に
必
要
で
あ
る
、
と

い
う
認
識
。

紛
争
が
生
じ
る
か

天
山
遯

初
六

兆
し
は
あ
る
が
、
問
題
を
回

避
す
る
作
戦
。
（
賢
人
は
山

中
に
入
る
）

対
北
朝
鮮

天
風
姤

九
二

吉
凶
半
ば
、
思
い
が
け
な
く

出
会
う
。
し
か
し
国
と
国
と

の
交
渉
で
は
進
ま
な
い
。

だ
ん
だ
ん
と
交
渉
の
糸
口
が

な
く
な
る
。
時
々
話
を
し
よ

う
と
言
う
が
、
結
果
的
に
、

ま
と
ま
ら
な
い
。

昨
年
二
十
四
年
は
乾
為
天
で
、

こ
の
時
は
久
し
ぶ
り
に
会
っ

て
話
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
気
運
だ
っ
た
。
面
子

を
保
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

し
か
し
今
年
は
、
天
風
姤
で

少
し
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
。

拉
致
問
題

沢
雷
随

九
五

随
は
従
う
な
り
で
、
追
い
か

け
る
。
外
卦
（
北
朝
鮮
）
は

兌
で
、
外
へ
口
を
向
け
る
。

内
卦
の
日
本
は
雷
で
追
い
か

け
る
が
、
し
ば
ら
く
は
こ
の

ま
ま
。
話
合
い
は
で
き
る
が
、

問
題
の
解
決
で
は
な
い
。

原
子
力
問
題

産
業
界
は

地
水
師

初
六

師
で
先
へ
進
め
る
。
現
状
は

初
六
で
法
の
網
に
入
っ
て
い

る
の
で
、
し
ば
ら
く
は
動
け

な
い
。
し
か
し
二
爻
に
な
る

と
（
少
し
時
間
が
経
過
す
る

と
）
政
府
と
一
丸
と
な
り
、

後
押
し
を
し
て
く
る
。
四
月
・

五
月
の
頃
に
何
ら
か
の
動
き

が
で
て
く
る
。
勢
い
を
か
っ

て
く
る
。

国
民
は
ど
う
か
と
い
う
と

沢
水
困

九
二

困
は
水
漏
れ
。
話
を
し
て
も

仕
方
が
な
い
、
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
三
月
・
四
月
に
い

ろ
い
ろ
と
行
動
を
お
こ
す
が
、

す
ぐ
に
押
さ
え
ら
れ
ま
す
。

家
電
業
界

全
体
と
し
て
は

火
水
未
済

六
三

な
か
な
か
伸
び
な
い
。
順
序

が
食
い
違
っ
て
い
る
状
態
。

回
復
が
で
き
な
い
。
後
半
は

離
で
、
ど
う
か
？
と
い
う
と

こ
ろ
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

水
天
需

六
四

青
息
吐
息
の
状
態
。
ど
う
い

う
風
に
す
る
か
、
と
い
う
と

こ
ろ
。

シ
ャ
ー
プ

火
風
鼎

六
五

ど
う
や
ら
改
善
策
が
出
来
て

き
て
、
現
状
を
守
れ
る
。

鼎
は
三
本
柱
。
出
資
者
が
出

て
き
た
。

ソ
ニ
ー

水
山
蹇

六
四

起
死
回
生
の
手
が
無
い
。

新
型
は
ど
う
か

山
地
剥

初
六

新
し
い
も
の
は
出
な
い
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
競

争
を
見
て
、
ど
こ
が
勝
っ
た
・

負
け
た
で
は
な
く
、
時
代
の

流
れ
を
、
風
俗
を
見
て
い
く

の
で
す
。

電
車
の
中
で
大
勢
の
人
が
一

斉
に
携
帯
電
話
を
見
て
い
る

姿
。
あ
れ
は
異
様
な
姿
で
す

が
、
も
う
異
様
で
は
な
く
当

た
り
前
と
し
て
み
ん
な
が
受

け
止
め
て
き
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
は
子
供
の
世
界
が
変
わ
る
、

価
値
観
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
に

気
が
つ
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
電
気
の
あ
る
世
の
中
で

は
、
あ
る
の
が
当
た
り
前
と

い
う
こ
と
で
す
。

自
然
現
象

易
占
に
よ
る
地
震
の
可
能

性
に
つ
い
て

地
雷
復

初
九
・
六
五

上
か
ら
（
兌
坤
離
巽
兌
乾
）

中
筮
で
す
。
復
か
ら
水
地
比

に
之
卦
。

一
つ
の
爻
が
二
ヶ
月
と
し
ま

す
。

復
は
「
繰
り
返
す
」
の
意
味
。

で
は
、
ど
こ
で
い
つ
？

一
・
二
月
は
乾
で
西
北
の
方
。

東
京
か
ら
見
て
、
新
潟
方
面
。

ま
た
内
卦
の
震
は
東
で
、
房

総
や
茨
城
の
地
下
で
の
地
盤

変
化
が
あ
る
と
見
る
。

気
学
上
で
は
、
二
・
五
・
八
・

十
一
月
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

下
さ
い
。

易
の
方
で
は
、
五
月
・
八
月
・

九
月
・
十
月
が
生
じ
や
す
い
。

中
筮
で
今
年
一
年
の
様
子
が

分
か
り
ま
し
た
。
も
う
少
し

詳
し
く
み
る
に
は
、
分
占
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

五
月

雷
火
豊

初
九

初
九
は
地
下
深
い
と
こ
ろ
。

ま
た
位
が
当
た
っ
て
い
る
の

で
ま
と
も
な
地
震
、
初
発
で

ズ
ン
と
来
る
。
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

は
地
天
泰
の
交
易
生
卦
で
、

二
爻
が
四
爻
と
入
れ
替
わ
っ

た
と
み
る
と
、
震
源
の
ポ
イ

ン
ト
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
で

は
無
く
、
そ
の
周
辺
で
お
こ

る
。

八
月

山
雷
頤

六
二

内
卦
の
震
は
地
震
を
表
す
。

外
卦
の
艮
が
上
か
ら
全
体
を

押
さ
え
て
い
る
。
地
形
が
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
。
限
定
地
域

の
み
揺
れ
る

こ
れ
に
よ
り
地
震
の
動
き
が

緩
和
さ
れ
、
大
き
な
も
の
は

こ
な
い
。

艮
は
東
北
、
福
島
な
ど
で
す
。

九
月

沢
天
夬

九
三

全
体
が
ふ
る
う
状
態
。
夬
は

勢
い
が
あ
る
。
繰
り
返
し
の

中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
ん
ど

ん
増
幅
さ
れ
、
時
に
は
津
波

を
伴
う
。

十
月

地
水
師

六
四

内
卦
の
水
は
海
。
二
・
三
・

四
爻
で
震
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
の

頃
、
気
学
で
は
節
入
り
節
変

わ
り
の
時
。
忘
れ
た
頃
に
襲
っ

て
く
る
。

気
学
で
は
、
五
月
は
八
中

中
心
の
八
白
で
海
底
が
隆
起

し
て
い
る
。
三
碧
は
離
宮
に

同
会
し
、
地
震
が
表
に
で
る
。

東
北
は
二
黒
で
、
従
来
の
所
、

同
じ
所
と
見
ま
す
。
ま
た
、

乾
宮
・
北
西
に
は
九
紫
の
破

れ
で
、
地
震
の
象
あ
り
、
出

や
す
い
と
言
え
ま
す
。

質
問

＊
今
年
の
夏
も
暑
い
か
？

火
風
鼎

上
九

今
ま
で
の
最
高
と
言
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
も
高
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

下
か
ら
火
で
あ
お
っ
て
い

る
姿
で
、
高
温
で
す
。

月
盤
で
動
き
を
と
ら
え
て

い
き
ま
す
。

＊

日
本
経
済
の
状
態
は
？

証
券
の
方
は
？

雷
沢
帰
妹
の
不
変

後
手
に
回
る
。

時
々
上
が
る
が
、
元
に
戻
る
。

円
安
ば
か
り
に
は
続
か
な
い
。

円
・
お
金
は
六
白

レ
ー
ト
は
九
紫

日
本
は
中
央
で
、
今
年
は

五
黄
つ
ま
り
円
安
で
す
。
ア

メ
リ
カ
は
東
北
の
方
位
で
、

八
白
が
い
る
の
で
高
い
と
見
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ま
す
。

為
替
相
場

月
盤
で
動
き
を
と
ら
え
る
方

法
東
北
が
ア
メ
リ
カ
・
西
南

が
日
本
と
見
れ
ば
、
一
月
は

三
碧
中
宮
で
、
全
体
に
動
き

が
早
く
、
日
本
は
九
紫
暗
剣
・

ア
メ
リ
カ
は
六
白
で
、
ア
メ

リ
カ
が
優
位
に
立
つ
。

そ
の
ほ
か
様
々
な
質
問
が
沢

山
出
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
時
間
が
来
て
し
ま
い
、
話

が
あ
ち
こ
ち
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
熱
心
な
様
子
に
感

心
し
た
一
日
で
し
た
。

今
年
も
楽
し
く
積
極
的
に

学
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

山
本
悠
里
帆

阿
部
哲
子
さ
ん
は
、
い
つ

も
穏
や
か
で
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
に
、
謙
虚
な
お
人
柄
で
す
。

原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
ら
、

私
の
半
生
と
題
し
て
終
戦
時

の
台
湾
で
の
体
験
談
で
す
。

厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

六
十
七
年
の
風
雪
を
耐
え
た

年
輪
が
光
る
阿
部
さ
ん
で
す

が
、
文
章
は
淡
々
と
感
情
を

抑
え
た
筆
致
で
す
が
、
語
り

尽
く
せ
ぬ
真
実
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
深
い
歴
史
が
あ

る
物
と
思
い
ま
す
。

福
田
記

戦
争
も
末
期

毎
日
毎
日

空
襲
警
報
が
鳴
り
、
と
う
と

う
終
戦
時
迄
、
第
二
種
警
戒

警
報
が
発
令
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
初
め
の
う
ち
敵
機

は
時
々
し
か
飛
来
し
な
か
っ

た
が
戦
争
も
末
期
と
な
る
頃

は
、B

24
そ
し
て
艦
載
機
が
頻

繁
に
や
っ
て
来
る
様
に
な
る
。

防
空
壕
に
避
難
し
て
い
る
或

る
日
、
40
〜
50
ｍ
先
の
会
社

の
ク
ラ
ブ
に
爆
弾
が
2
発
投

下
さ
れ
も
の
す
ご
い
音
と
焦

げ
臭
い
匂
い
が
た
ち
こ
め

も
う
駄
目
か
と
思
う
程

濠

の
中
で
叫
ん
だ
事
を
覚
え
て

い
る
。
敵
機
の
来
襲
で
勉
強

ど
こ
ろ
で
は
無
い
一
時
期
を

私
達
は
過
ご
し
た
。
母
と
弟

達
は
士
林
よ
り
更
に
草
山
の

麓
の
永
福
子
へ
疎
開
し
て
家

に
は
父
と
私
が
残
っ
た
。

台
北
の
街
も
爆
撃
に
さ
ら

さ
れ
各
地
で
被
害
が
出
た
。

そ
し
て
近
所
の
お
兄
さ
ん
が

屏
東
の
海
軍
基
地
へ
出
征
さ

れ
、
も
う
一
方
の
お
兄
さ
ん

は
マ
レ
ー
半
島
で
戦
死
さ
れ

い
く
つ
か
の
悲
し
い
ド
ラ
マ

が
あ
っ
た
。

そ
し
て
暑
い
夏
の
日
、
戦

争
が
終
わ
っ
た
。
太
平
洋
戦

争
が
終
結
し
た
翌
年
に
私
共

に
内
地
へ
の
引
揚
げ
命
令
が

来
た
。
当
時
蒋
介
石
総
統
は

国
民
に
対
し
て
「
既
往
を
咎

め
ず
徳
を
も
っ
て
怨
み
に
報

い
よ
」
と
諭
し
た
。

そ
れ
で
台
湾
に
居
住
し
て

い
た
40
数
万
人
の
日
本
人
の

多
く
が
生
命
を
保
証
さ
れ
無

事
に
祖
国
へ
還
る
事
が
出
来

た
。遠

く
満
州
か
ら
悲
惨
な
体

験
を
し
た
引
揚
者
に
比
べ

ど
れ
程
幸
せ
な
事
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。

そ
の
当
日
（
昭
和
21
年
3

月
31
日
）
家
財
道
具
の
大
部

分
は
親
し
い
台
湾
の
人
達
に

譲
っ
て
あ
る
の
で
ガ
ラ
ー
ン

と
な
っ
た
家
を
後
に
家
族
は

徒
歩
で
指
定
さ
れ
た
樺
山
の

貨
物
駅
に
向
か
っ
た
。
駅
ま

で
は
約
2k

m

、
途
中
の
事
は

全
く
覚
え
が
な
い
、
た
だ
ひ

た
す
ら
歩
い
た
。
駅
到
着
時

に
は
汗
が
吹
き
出
る
程
、
3

月
だ
と
云
う
の
に
暑
い
日
だ
っ

た
。
大
勢
の
内
地
引
揚
者
が

集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
列
車

に
て
基
隆
の
港
町
迄
行
く
が

乗
り
込
む
列
車
は
有
蓋
の
貨

車

数
十
人
ず
つ
乗
車
し
た
。

約
50
分
程
で
基
隆
駅
へ
到

着

駅
か
ら
さ
ら
に
埠
頭
倉

庫
へ
移
る
。
岸
壁
に
は
大
き

な
貨
物
船
が
真
近
に
停
泊
し

て
い
る
で
は
な
い
か
。
い
よ

い
よ
日
本
内
地
へ
こ
の
船
で

と
胸
が
高
鳴
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
の
倉

庫
で
一
泊
。
手
荷
物
の
検
査

を
中
国
の
軍
兵
が
行
う
。
港

内
に
は
銀
色
の
船
体
、
ア
メ

リ
カ
の
リ
バ
テ
ィ
船
が
数
隻
・
・
・

而
し
私
達
が
指
定
さ
れ
た

船
は
ス
マ
ー
ト
な
船
で
な
く

大
砲
を
除
去
さ
れ
た
日
本
海

軍
の
旧
式
”
八
雲
”
軍
艦
で

あ
っ
た
。
居
住
性
の
無
さ
そ

う
な
船
に
数
百
人
が
乗
船
し

た
。出

港
は
低
気
圧
の
接
近
で

同
時
出
港
の
リ
バ
テ
ィ
船
は

延
期
と
な
っ
た
が
軍
艦
は
吃

水
が
深
い
為
に
強
行
し
た
。

4
月
3
日

神
武
天
皇
祭

海
は
相
当
に
し
け
て
い
る
。

煙
突
か
ら
出
る
煙
は
暴
風
で

海
面
を
は
う
様
に
た
な
び
き

船
体
は
揺
れ
に
揺
れ
る
。
家

族
は
船
内
の
仮
設
の
蚕
棚
の

様
な
中
で
横
に
な
り
船
酔
い

に
あ
え
い
で
い
る
。
船
は
ま

す
ま
す
上
下
左
右
ひ
ど
く
傾

く
・
・
・

4
日
後

4
月

5
日
内
地
の
陸
地
が
見
え
て

く
る
。
豊
後
水
道
を
通
過
す

る
。
中
国
山
脈
が
山
の
頂
き

に
白
い
雪
を
冠
り

海
は
穏

や
か
な
瀬
戸
内
海
へ
と
入
っ

た
。
広
島
県
大
竹
港
に
接
岸

し
た
。

丁
度
内
地
は
桜
の
開
花
期

で
薄
桃
色
の
桜
が
満
開
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
美
し
い
桜
を
目

の
前
に
し
て
感
激
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
収
容
所

近
所
の
女
の
子
が
一
人
め
ず

ら
し
そ
う
に
こ
ち
ら
を
向
い

て
い
る

そ
の
女
児
の
頬
っ

ぺ
が
歌
や
話
で
聞
い
た
通
り

の
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
の
様
な

ほ
っ
ぺ
に
驚
き
ま
し
た
。

収
容
所
内
の
掲
示
板
に
は

日
本
各
都
市
の
地
図
が
貼
り

出
さ
れ
、
そ
の
都
市
の
罹
災

し
て
焼
失
し
た
場
所
が
赤
く

塗
ら
れ
て
い
た
。
自
分
た
ち

が
目
指
す
宇
治
山
田
市
の
地

図
を
見
る
と
市
街
地
の
3
分

の
1
程
も
赤
く
塗
ら
れ
て
、

頼
る
親
戚
の
宅
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
と
子
供
心
に
心
配
に

思
っ
た
。
い
よ
い
よ
大
竹
を

列
車
は
東
へ
向
か
っ
て
出
発

す
る
。
翌
朝
大
阪
へ
着
い
た
。

港
町
か
ら
父
の
故
郷
へ
今
で

云
うJ

R

関
西
線
参
宮
線
を
経

由
し
て
も
う
真
っ
暗
な
午
後

8
時
頃
目
的
地
へ
着
い
た
。

駅
前
は
暗
く
降
り
立
っ
た
駅

は
焼
失
し
た
の
か
粗
末
な
板

貼
り
の
掘
っ
立
て
小
屋
の
様

で
戦
争
の
む
ご
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
夜
は
駅
前
の
旅

館
で
夜
を
過
し
ま
し
た
。

翌
日
に
な
り
頼
る
親
戚
の

家
、
私
達
の
落
ち
付
け
る
場

所
は
無
く

岡
山
県
の
山
間

部
の
父
の
妹
の
家
を
頼
っ
て

又
汽
車
バ
ス
を
乗
り
継
い
で

夜
も
更
け
て
辿
り
つ
く
。
数

日
お
世
話
に
な
る
が
い
ろ
い

ろ
の
事
情
も
あ
り
再
び
父
の

生
れ
た
町
に
落
着
い
た
。
そ

れ
か
ら
何
度
住
居
が
変
っ
た

だ
ろ
う
か
？

多
く
の
人
達
と
同
時
に
住

む
家
は
無
く
食
糧
不
足
の
ど

ん
底
の
生
活
に
明
け
暮
れ
て

ゆ
く
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
薄

皮
を
は
ぐ
様
に
最
低
の
生
活

か
ら
現
在
当
時
を
懐
か
し
く

思
え
る
様

多
少
の
余
裕
の

持
て
る
生
活
と
な
る
。

人
並
に
結
婚
し
、
子
供
も

授
か
り

終
の
住
処
も
出
来
。

思
い
出
多
い
私
の
故
郷
台
北

は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

当
地
2600

人
も
の
生
徒
が
居
た

大
き
な
立
派
な
校
舎
で
学
ん

だ
建
成
小
学
校
が
目
に
浮
ぶ
。

今
も
現
存
し
て
い
る
。
私
も

す
で
に
80
才
を
越
え
て
い
る
。

亡
く
な
っ
た
主
人
と
は
沖
縄

の
久
米
島
迄
行
っ
た
が
台
湾

に
は
足
を
延
ば
し
て
い
な
い

の
で
残
念
で
な
ら
な
い
。

当
時
自
宅
の
あ
っ
た
宮
前

町
か
ら
学
校
へ
そ
し
て
学
校

か
ら
自
宅
へ
と
三
線
道
路
を

6
年
間
通
学
し
た
町
の
風
景

第５６号 有 宵 会 だ よ り 平成２５年３月吉日

終
戦
時
の
台
湾

阿
部

哲
子



は
大
き
く
様
変
り
し
て
い
て

も

正
面
に
見
て
い
た
面
天

山
、
大
屯
山
、
七
星
山
、
紗

帽
山
等
の
山
々
は
今
も
変
ら

ず
に
台
北
の
町
を
見
お
ろ
し

て
た
た
ず
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
。
目
に
浮
び
ま
す
。

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る

尖
閣
諸
島
へ
台
湾
の
漁
民
の

人
々
が
大
挙
し
て
や
っ
て
来

る
映
像
を
見
る
と
台
湾
か
ら

台
湾
人
達
が
と
言
う
と
な
に

よ
り
も
気
に
か
か
る
。
そ
れ

は
彼
等
に
同
胞
の
様
な
思
い

が
す
る
か
ら
で
す
。

日
本
語
を
理
解
し
喋
り
昔

を
知
る
台
湾
の
人
達
が
少
な

く
な
る
の
は
淋
し
い
思
い
が

す
る
が
昔
台
湾
近
海
を
航
海

し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
”

麗
し
の
島
”
イ
ラ
・
フ
ォ
ル

モ
ザ
”F

O
R
M
O
S
A

と
命
名
し
た

島
。私

達
の
生
ま
れ
育
っ
た
思

い
出
多
き
故
郷
。
こ
れ
か
ら

も
末
永
く
平
和
で
変
ら
ぬ
美

し
い
島
で
あ
る
事
を
心
よ
り

祈
る
ば
か
り
で
す
。

阿
部

哲
子

先
日
、
田
中
寛
子
さ
ん
か

ら
次
の
よ
う
な
一
文
が
届
き

ま
し
た
。
お
千
代
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
、
百
歳
を

越
え
て
矍
鑠
、
下
の
階
の
嫁

さ
ん
に
言
い
た
い
放
題
で
し

た
が
、
見
事
に
天
寿
を
全
う

し
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

福
田
記

今
朝
（
平
成
二
十
五
年
一

月
三
十
一
日
）
お
千
代
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

常
々
、
お
心
に
か
け
て
頂

き
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
・
・
・
・

最
後
は
二
日
前
に
、
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

目
も
あ
か
ず

声
も
出
ず
・
・
・
・

し
か
し
ゴ
ボ
ウ
の
よ
う
に
な
っ

た
腕
で
、
私
の
右
手
を
力
強

く
握
り
し
め
て
離
さ
ず
、
時
々

ニ
コ
ッ
と
笑
い
返
し
て
く
れ

ま
し
た
。

私
「
お
チ
ヨ
さ
ん
。
又

荒

城
の
月
を
唄
お
う
よ
！
』

ウ
ン
と
小
さ
く
う
な
ず
き

ま
し
の
で

私
は
朗
々
（
？
）

と
唄
い
『
黒
田
節
も
唄
え
る
？
』

と
聞
い
て
か
ら
の

二
曲
目
。

声
は
出
な
い
も
の
の
、
お

チ
ヨ
さ
ん
は
口
を
パ
ク
パ
ク

さ
せ
て
キ
チ
ン
と
唄
い
切
り

ま
し
た
。

あ
あ

コ
レ
で
お
別
れ
だ

な
ァ
〜
と
感
じ
ま
し
た
。

『
お
チ
ヨ
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ

帰
る
か
ら
ね
』

何
故
か
、
お
チ
ヨ
さ
ん
は
私

の
手
を
離
し
ま
せ
ん
。

つ
や
つ
や
と
し
た

と
て

も
い
い
顔
色
で
開
か
な
い
眼

を
し
ば
た
た
い
て
、
幼
女
の

よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

百
一
歳
と
八
か
月
。

最
後
ま
で
ベ
ッ
ピ
ン
さ
ん

の
ま
ま
で
し
た
。

度
々
嫁
に
当
り
家
族
に
も

当
た
り
そ
の
怒
り
を
私
に
ぶ

つ
け
る
度
に
、
お
チ
ヨ
さ
ん

に
寄
り
添
っ
て
き
た
つ
も
り

で
す
。

晩
年
そ
う
し
た
怒
り
が
溶

け
て『

お
メ
ェ
さ
ん
（
私
の
こ

と
）
の
お
陰
や
が
‥
‥
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
「
い

い
や
〜
家
族
の
お
陰
だ
よ
。

私
は
友
達
だ
け
な
ん
だ
か
ら
』

と
カ
ア
ち
ゃ
ん
の
実
情
を

『
辛
抱
の
女
神
』
と
し
て
褒

め
続
け
ま
し
た
。

『
で
も

頭
に
来
た
ら
い
つ

で
も
走
っ
て
来
て
や
ァ
ー
』

と
応
援
し
ま
し
た
。

チ
ヨ
『
ア
ッ
チ
へ
逝
っ
て
も

又
友
達
に
な
ろ
う
な
』

私
『
ウ
ン

わ
か
っ
た
！
。

上
等
の
座
布
団
を
揃
え
と
け

よ
‥
‥
』

チ
ヨ
『
あ
い
よ
。
承
知
の
助
！
』

今
夜
お
別
れ
を
し
て
き
ま

す
。

田
中

寛
子

去
る
三
月
三
日
（
日
）
東

京
都
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー
に

於
き
ま
し
て
江
東
区
主
催
に

よ
る
ら
・
館
ま
つ
り
に
占
い

館
と
し
て
無
料
鑑
定
会
と
、

福
田
理
事
長
に
よ
り
ま
す

『
開
運
に
つ
い
て
の
』
の
講

演
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
風
も
強
く
肌
寒
い

陽
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
多

数
の
参
加
者
が
見
え
ら
れ

（
主
催
者
発
表
三
千
人
）
相

談
者
を
時
間
内
で
は
さ
ば
き

き
れ
な
い
大
賑
わ
い
で
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
、
切
れ
る
事
な
く
続
き

主
催
者
の
区
長
さ
ん
か
ら
も

ま
た
の
ご
依
頼
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
三
時
か
ら
一

時
間
福
田
理
事
長
の
『
開
運

に
つ
い
て
』
講
演
も
満
席
と

な
り
盛
況
履
に
終
わ
り
ま
し

た
。鑑

定
席
は
四
席
で
受
付
と

ご
案
内
係
を
二
名
、
出
演
者

は
福
田
有
宵
・
半
田
晴
詠
・

久
保
田
恵
都
予
・
武
田
悠
李
・

八
川
林
加
・
岩
崎
紀
子
・
綿

引
崚
子
・
佐
藤
宗
昡
。

当
日
の
相
談
者
数
百
二
十
五

名
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ア
で
の
ご
出
演

を
い
た
だ
き
先
生
方
に
於
か

れ
ま
し
て
は
お
忙
し
い
中
を

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
月
九
日
（
土
）
松
戸
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鑑
定
会

会

場

矢
切
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

昨
年
は
小
雪
交
じ
り
の
寒

い
日
の
出
演
で
し
た
が
こ
の

日
は
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
。
お
昼

の
お
弁
当
の
用
意
で
遅
れ
て

着
い
た
会
場
に
は
、
す
で
に

行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
出
演
者
（
七
名
）

は
、
鑑
定
席
四
名
、
セ
ン
タ
ー

案
内
係
一
名
、
会
場
整
理
担

当
二
名
を
分
担
し
、
開
始
の

十
時
か
ら
午
後
一
時
近
く
ま

で
で
第
一
陣
が
終
わ
り
、
以

後
は
交
代
を
し
な
が
ら
午
後

三
時
四
十
分
に
終
了
。

前
日
（
三
月
八
日
）
に
は
、

会
場
の
設
営
・
整
備
（
机
・

椅
子
運
び
そ
の
他
）
を
、
福

田
理
事
長
と
佐
藤
宗
昡
・
前

田
龍
徳
両
氏
の
三
名
が
担
当

さ
れ
、
ま
た
当
日
の
終
了
後

は
、
備
品
片
付
け
な
ど
を
佐

藤
宗
昡
・
久
保
田
恵
都
予
・

濱
野
延
珠
の
三
氏
が
残
っ
て

お
手
伝
い
。
（
後
刻
、
反
省

会
へ
合
流
）

合
せ
て
一
二
八
件
に
及
ん

だ
さ
ま
ざ
ま
な
鑑
定
の
中
に

は
、
四
十
代
の
夫
の
リ
ス
ト

ラ
、
若
い
女
性
の
職
が
な
い

悩
み
な
ど
、
重
い
相
談
も
多

か
っ
た
と
の
こ
と
。
安
倍
政
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権
に
代
っ
て
以
来
、
景
気
回

復
が
言
わ
れ
一
見
活
気
が
戻
っ

た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、

現
実
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

よ
う
で
す
と
の
鑑
定
者
コ
メ

ン
ト
も
。

私
の
占
例
か
ら
。
五
十
代

主
婦
、
長
年
体
調
不
良
に
悩

ま
さ
れ
て
家
事
も
出
来
ず
、

方
々
の
病
院
を
（
原
因
不
明

の
た
め
）
回
っ
て
昨
年
十
二

月
に
よ
う
や
く
病
名
（
橋
本

病
）
が
判
明
。
今
は
薬
を
飲

み
飲
み
外
出
も
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ

か
ら
の
健
康
管
理
や
、
ご
主

人
・
お
子
さ
ん
の
こ
と
な
ど

伺
い
、
時
間
オ
ー
バ
ー
と
は

な
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
で
帰

ら
れ
て
嬉
し
い
思
い
が
残
り

ま
す
。

世
の
中
、
悩
み
ご
と
は
多

く
悩
み
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

少
し
で
も
心
が
軽
く
な
っ
て

頂
け
た
ら
と
の
思
い
、
私
た

ち
の
お
役
に
立
て
る
場
が
沢

山
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
一
人
で

も
多
く
の
方
の
心
の
支
え
と

な
れ
る
よ
う
、
勉
強
・
実
践

に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
も

の
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
出
演
を
快
く
受
け
て

下
さ
っ
た
先
生
方
、
お
忙
し

い
中
に
万
障
繰
り
合
わ
せ
て

の
ご
出
演
と
思
い
ま
す
。
ま

た
前
日
や
終
了
後
、
設
営
や

片
付
け
に
ご
協
力
頂
い
た
皆

さ
ま
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。当

日
出
演
者
（
敬
称
略
・

五
十
音
順
）
佐
藤
宗
昡
・
伊

藤
璃
香
・
久
保
田
恵
都
予
・

高
田
玲
照
・
千
葉
一
理
・
濱

野
延
珠
・
半
田
晴
詠

・

伊
藤

璃
香

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
左
記

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し

た
。
（
以
下
敬
称
略
・
順
不

同
）

①
三
月
三
日
（
日
）
「
江
東

区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
無
料

鑑
定
会
」
午
前
十
時
〜
午
後

四
時

講

演

福
田
理
事
長
「
開

運
に
つ
い
て
」
午
後
三
〜
四

時出
演
者

福
田
先
生
・
佐
藤

宗
昡
・
岩
崎
紀
子
・
久
保
田

恵
都
予
・
武
田
悠
李
・
半
田

晴
詠
・
綿
引
崚
子
（
計
七
名
）

鑑
定
者
数

百
二
十
五
名

②
三
月
九
日
（
土
）
「
第
十

回
矢
切
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

無
料
鑑
定
会
』
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
（
有
宵
会
の
出
演

は
三
回
目
）

出
演
者

佐
藤
宗
昡
・
伊
藤

璃
香
・
久
保
田
恵
都
予
・
高

田
玲
照
・
千
葉
一
理
・
濱
野

延
珠
・
半
田
晴
詠
（
計
七
名
）

鑑
定
者
数

百
二
十
八
名

お
花
見

四
月
六
日
（
土
）

桜
の
開
花
は
観
測
史
上
二

回
目
の
早
さ
と
か
で
企
画
変

更
し
ま
し
た
。

東
京
国
立

博
物
館

『
飛
騨
の
円
空
』

展
木
彫
り
の
仏
様
に
会
い
に

行
き
ま
す
。

集
合
場
所

上
野
駅
公
園
口

時
間
午
後
二
時

参
加
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

左
記
の
方
々
か
ら
寄
付
金

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望
一
名
・
久
保
田

恵
都
予
・
濱
野
延
珠
・
佐
藤

宗
昡
・
市
川
裕
梨
、
「
有
峰

会
」
牧
野
有
峰
・
堀
口

一
・

花
谷
陽
子
・
牧
野
一
江
・
星

野
文
男
・
渡
辺
尚
子
・
牧
野

朱
扇
・
山
下
チ
ズ
子
・
小
畑

惠
裕
・
希
和
玄
祥
・
稲
葉
行

哉
・
山
崎

守
・
深
町
由
美
子

事
務
局

第５６号 有 宵 会 だ よ り 平成２５年３月吉日

Ｎ
Ｐ
Ｏ

通
信

事
務
局
だ
よ
り

①
次
回
の
例
会

日
時

五
月
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
十
五
分
よ
り

場
所

「
勤
労
福
祉
会
館
プ

ル
ミ
エ
」
に
て
開
催
（
終
了

後

懇
親
会
を
予
定
）

②
講

演

講
演

功
刀
貞
如
上
人

『
仏
教
の
教
え
』
仏
様
や
お

経
の
こ
と
な
ど
。

現
在

日
蓮
宗

定
林
寺

院
首

山
梨
県
宗
教
者
懇
話

会
名
誉
会
長

③
初

詣

先
月
の
二
月
二

十
六
日
（
火
）

「
山
王
日
枝
神
社
」
様

お

詣
り

参
加
者

五
十
四
名

穏
や
か
な
冬
日
に
恵
ま
れ

て
広
々
と
し
た
境
内
を
散
策
。

十
時
か
ら
始
ま
っ
た
ご
祈
祷

は
静
寂
の
社
殿
で
厳
か
に
行

わ
れ､

胸
に
染
み
入
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

④
会
場
変
更
の
ご
連
絡

長
年
お
世
話
に
な
っ
た

「
足
立
区
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
の
開
催
は

三
月
で
終
了
し
、
五
月
以
降

は
前
記
の
「
プ
ル
ミ
エ
」
と

な
り
ま
す
。
お
部
屋
は
第
二

洋
室
ま
た
は
第
一
ホ
ー
ル
で

す
。
場
所
は
綾
瀬
駅
西
口
徒

歩
数
分
で
す
。

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
越

し
下
さ
い
。

本
年
一
月
の
有
宵
会
に
は
六

十
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

編
集
後
記

皆
様
方
か
ら
の

ご
意
見
や
旅
行

記
ま
た
は
占
例

等
、
沢
山
の
投

稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

有
宵
会
だ
よ
り

も
今
回
で
五
十

六
号
と
な
り
ま

し
た
、
年
に
六

回
九
年
も
過
ぎ

今
年
末
に
は
十

年
を
迎
え
ま
す
。

い
つ
も
ご
協
力

を
頂
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。
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